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1. はじめに 

近年，文字情報の伝達手段として，電光掲示板やディ

スプレイを用いたテロップを利用する場面が増加してい

る．最近では携帯電話やインターネット上でもよく目に

する機会がある．また，テロップは携帯電話等の限られ

た表示スペースしか無い端末にも，ストレスを少なく情

報を表示することが可能なため，今後多くの場面での利

用が期待されている表示方法である．しかし，テロップ

のスクロール速度についてはその標準速度が定められて

おらず，情報発信者によってまちまちなのが現状である．

また，このスクロール速度は必ずしもユーザにとって快

適な速度とは言えない[1]．特に，ニュース速報にテロップ

が用いられる場合，スクロール速度によっては閲覧に適

さない速さとなってしまい，読みづらく，重要な情報が

伝わらない可能性がある． 

そこで本稿では，ユーザにとって見やすい，最適なス

クロール速度について検討を行った結果を報告する． 

 

2. 街頭のテロップについて 

街頭で使われているテロップのスクロール速度につい

て調査を行った．調査結果を図 1に示す． 
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図 1 街頭で使われているテロップのスクロール速度 

 

調査は神奈川県海老名市・厚木市と，東京都内各所で

行った．図 1より，遅いスクロール速度のものは 1.8文字/

秒，速いものでは 6.0 文字/秒の表示機があり，その間の

スクロール速度もバラつきがあることが分かった．また，

標準速度が定められていないだけでなく，表示文字幅へ

の依存も少なく，スクロール速度にはかなりの差がある

ことが分かった．この結果からも，最適なスクロール速

度を示すことで，街頭で使われているテロップの可読性

が向上することが期待される． 

 

3. 実験 

3.1 実験方法 

被験者は，神奈川工科大学の男子学生 7名に協力しても

らった．視力は両目で 0.3～1.0(矯正含む)であった． 

被験者は眼前から 2.5 ｍ離れたディスプレイに横スクロ

ール表示されるニュース文章を観測し，手元のキーボー

ドを用いて読みやすい速度に調整する．調整終了後，表

示されていたニュース文章の内容を聞き，理解できてい

るかの確認を行う．確認後，条件を変化させたテロップ

が呈示され，調整を繰り返す．また，スクロール速度の

初期値は遅いものと早いものの 2種類を用意した． 

3.2 実験装置 

ディスプレイは iiyama製 HM903D A (19インチフラット

CRT)，解像度は 1280×1024，リフレッシュレートは 60Hz

である．パソコンは，CPU が intel Core2Duo E7400，グラ

フィックは，intel G45内蔵のものを用いた． 

テロップ表示には C#言語で記述した専用プログラムを

使用した．このプログラムは表示部と制御部の 2つに分か

れており，デュアルディスプレイ環境においてそれぞれ

別のディスプレイに表示することにより実験の邪魔にな

らないよう配慮した．また，DirectX を用いることにより

滑らかなスクロールを実現した．テロップ表示プログラ

ムの制御部を図 2に，表示部を図 3に示す． 

 

図 2 テロップ表示プログラム 制御部 
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図 3 テロップ表示プログラム 表示部 

3.3 実験条件 

本実験では文字の大きさ・表示文字幅・文章の難しさ

を変化させた．表示文字幅は，街頭で使われているテロ

ップの表示文字幅を参考に選択した．文字色・背景色に

ついては，塚田らの研究[2]によると，文字の明るさや色等

の条件に影響されないという結果が出ていたため，一定

とした．実験に用いた文章については，難易度の低い文

章として小学生向け新聞を，難易度の高い文章として一

般向け新聞を用いた．具体的には朝日小学生新聞・毎日

小学生新聞と，朝日・読売・毎日新聞のニュース記事を

用い，ニュースのジャンルはランダムに選別した．表 1に，

実験条件の詳細を示す． 

表 1 実験条件 

文字の大きさ 60pt 80pt 

文字の速さ 
文字が 60ptの場合，0.29文字/秒刻み 

文字が 80ptの場合，0.39文字/秒刻み 

文字フォント MSゴシック 

文字色 白 

背景色 黒 

表示文字幅 6文字 12文字 

文章難易度 
小学生向け 

新聞レベル 

一般向け 

新聞レベル 

 

4. 結果 

結果の一例を図 4に示す．図 4は，各条件において，結

果を被験者別に平均し，さらに最小値および最大値を除

いた平均値をグラフ化したものである．グラフより，表

示文字幅が大きい方が全体的に 1.5 文字/秒ほど最適文字

表示速度が速いのが分かる．また，文字サイズ，文章難

易度については，結果に大きな差は見られなかった． 

視力による適正文字速度の違いについては，0.3～1.0 の

範囲では差は無かった．しかし，適正文字速度が速い傾

向の被験者は皆，「実験後，目が疲れた」と回答してお

り，目が疲れてでも速い速度を好む傾向の人と，逆に，

目をいたわり，遅い速度を好む傾向の人がいることが分

かった． 
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図 4 テロップの最適文字表示速度評価 

次に，結果の標準偏差を図 5に示す．図 5も，図 4と同

様に標準偏差を平均し，さらに最小値と最大値を除いた

平均値を条件ごとにグラフ化したものである．グラフよ

り，条件によりそれぞれ特徴的な結果となった．特に，

文字サイズが大きい時は他よりも標準偏差は高く，小さ

い文字の方がある程度一定した結果となることが確認さ

れた． 

3.2 

3.8 

3.4 

4.7 

3.5 

4.4 

3.1 

4.7 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

文字幅小

文字サイズ小

文字幅小

文字サイズ大

文字幅大

文字サイズ小

文字幅大

文字サイズ大

標
準
偏
差

標
準
偏
差

標
準
偏
差

標
準
偏
差

小学生向け新聞 一般向け新聞

 

図 5 テロップの最適文字表示速度評価の標準偏差 

 

5. 考察 

街頭で使われているテロップのスクロール速度と実験

結果を比べると，街頭のテロップはスクロール速度が遅

い傾向にあることが分かった．これは，街頭のテロップ

は単純に情報を伝える目的のみで稼働しているのではな

く，広告・宣伝などを目的としているため，目に止まり

やすい情報呈示を重視していると考えられる．また，鉄

道遅延情報等の速報は正確かつ確実に伝えるために，少

し遅めの速度に設定されていると考えられる． 

本研究では，ニュース速報に注目して実験を行った．

しかし，実際にはテロップの使用例は他にもさまざまな

ものが存在し，表示機としての目的が異なるものもある．

それらを考慮した最適文字表示速度については更に検討

していく必要がある． 

 

6. おわりに 

テロップの最適文字表示速度は表示文字幅や文字の大

きさにも依存するが，5～7.5 文字/秒の範囲にあることが

分かった． 

このことから，テロップの新たな使用法として，テロ

ップを縦に複数並べ，縦スクロールのみを行うだけで長

い文章を読むことが可能な表示方法について，今後，検

討・実験を行っていきたい． 
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